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培
に
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
「
い
わ

て
直
播
栽
培
米
研
究
会
」（
01
年
に
設
立
）

と
も
連
携
し
て
、
研
修
会
や
実
演
会
、
現

地
検
討
会
を
開
催
し
、
現
場
巡
回
に
よ
り

作
業
や
作
物
の
情
報
を
共
有
し
た
と
い

う
。本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
共
催
に
名
を
連
ね
、

い
わ
ば
普
及
促
進
会
が
得
た
経
験
を
発
信

す
る
場
と
な
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
10
時
30
分
～
16
時
30
分

ま
で
、
水
稲
直
播
栽
培
と
子
実
用
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
栽
培
・
調
製
に
関
わ
る
発
表
と

意
見
交
換
に
充
て
ら
れ
た
。
行
政
、普
及
・

農
業
経
営
、
研
究
の
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
話
題
が
提
供
さ
れ
た
後
、
質
問
を
踏
ま

え
た
意
見
交
換
で
は
、
乾
田
直
播
の
現
場

を
よ
く
知
る
大
谷
隆
二
氏
（
同
研
究
セ
ン

タ
ー
・
企
画
部
部
長
）
が
座
長
を
務
め
た
。

数
年
に
一
度
の
直
播
ブ
ー
ム 

な
か
な
か
定
着
し
な
い
現
実
も

水
稲
直
播
栽
培
の
岩
手
県
内
の
現
状
を

同
県
農
林
水
産
部
農
業
普
及
技
術
課
の
萩

内
謙
吾
氏
が
報
告
し
た
。
県
内
の
水
稲
直

播
面
積
は
17
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
19

年
産
は
９
６
０
ha
に
な
っ
た
が
、
直
播
に

取
り
組
む
経
営
体
は
増
え
、
一
経
営
体
当

た
り
の
導
入
面
積
は
拡
大
し
て
い
る
と
い

う
。
１
０
０
ha
（
10
経
営
体
）
前
後
で
推

移
し
て
い
る
乾
田
直
播
に
比
べ
て
、
約
8

割
を
占
め
る
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
湛
水
直
播

の
減
少
が
顕
著
だ
。
収
量
の
安
定
化
、
雑

草
対
策
な
ど
の
技
術
的
な
課
題
が
依
然
と

し
て
指
摘
さ
れ
、
圃
場
の
大
区
画
化
、
的

確
な
水
管
理
の
で
き
る
圃
場
づ
く
り
、
水

田
輪
作
体
系
の
構
築
、
機
械
の
汎
用
利
用

な
し
に
定
着
し
な
い
が
、
こ
こ
で
そ
の
打

開
策
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

普
及
現
場
か
ら
の
話
題
提
供
は
、
乾
田

直
播
が
３
件
、
湛
水
直
播
が
１
件
あ
り
、

普
及
指
導
員
と
農
業
経
営
者
が
揃
っ
て
登

壇
し
、実
践
し
た
技
術
体
系
と
関
連
技
術
、

課
題
な
ど
を
報
告
し
た
。

花
巻
市
の（
農
）み
ず
ほ
は
、
半
径
２
㎞

圏
内
に
１
０
５
ha
の
水
田
を
集
積
し
、
効

率
化
、
低
コ
ス
ト
化
を
進
め
て
き
た
。
主

食
用
米
、
飼
料
用
米
の
ほ
か
、
小
麦
は
30

ha
以
上
、
大
豆
も
作
付
け
し
て
い
る
。
時

期
的
に
集
中
す
る
水
稲
作
業
の
分
散
を
図

る
た
め
に
、
湛
水
直
播
と
乾
田
直
播
を
試

す
一
方
で
、
小
麦
の
機
械
装
備
を
拡
充
し

た
結
果
、
水
利
条
件
と
機
械
を
汎
用
利
用

で
き
る
乾
田
直
播
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
い
う
。
20
年
産
は
４
年
目
で
、

主
食
用
米
58

ha
の
う
ち
２
・
３
ha
で
萌
み

の
り
の
乾
田
直
播
を
実
施
し
た
。
副
組
合

長
の
菅
原
道
司
氏
は
、
移
植
に
比
べ
て
作

業
量
は
半
減
し
、
費
用
も
約
20
％
削
減
で

き
た
が
、
倍
増
し
た
施
肥
量
の
削
減
を
課

題
に
挙
げ
た
。
収
量
を
安
定
さ
せ
る
た
め

に
も
、
圃
場
の
均
平
・
播
種
床
づ
く
り
が

大
切
で
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
人
材
育
成
に

力
を
入
れ
た
い
と
述
べ
た
。

奥
州
市
の
藤
田
農
産
は
父
子
経
営
で
、

稲
作
部
門
を
担
当
す
る
藤
田
栄
貴
氏
が
登

３
月
10
日
に
水
稲
直
播
栽
培
が
着
実
に

拡
大
し
つ
つ
あ
る
東
北
地
域
で
、「
水
稲

直
播
・
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
」
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
岩
手
が
開
催
さ
れ
た
。
主
催
し
た

農
研
機
構
・
東
北
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

岩
手
県
花
巻
市
の
盛
川
周
祐
氏
を
は
じ
め

と
す
る
大
規
模
な
水
田
経
営
者
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
て
、
彼
ら
の
乾
田
直
播
の
技
術
を

体
系
化
し
、『
乾
田
直
播
栽
培
技
術
マ
ニ

ュ
ア
ル
―
プ
ラ
ウ
耕
・
グ
レ
ー
ン
ド
リ

ル
播
種
体
系
―
』
を
作
成
・
公
開
し
て

普
及
拡
大
に
努
め
て
き
た
。
子
実
用
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
栽
培
で
も
、
現
場
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
、
東
北
地
域
へ
の
展
開
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
体
制
を
整
え
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
コ
ロ
ナ
禍
に
配
慮
し

て
、
盛
岡
市
内
の
会
場
で
感
染
対
策
を
配

慮
し
て
参
加
す
る
方
法
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
ｗ
ｅ
ｂ
か
ら
視
聴
す
る
方
法
が
併
用
さ

れ
た
。
参
加
者
は
会
場
に
集
ま
っ
た
１
４

０
名
に
加
え
て
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で

全
国
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
聴
し
た
１
７

０
名
を
合
わ
せ
た
３
１
０
名
だ
っ
た
。

冒
頭
で
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
２
０
２
０

年
４
月
に
発
足
し
た
「
水
稲
直
播
お
よ
び

子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
普
及
促
進
会
」（
以

下
、
普
及
促
進
会
）
で
あ
る
。
東
北
農
業

研
究
セ
ン
タ
ー
と
岩
手
県
が
連
携
し
、
生

産
者
と
農
業
関
係
団
体
、
メ
ー
カ
ー
、
市

町
村
な
ど
の
12
団
体
が
、
水
稲
直
播
と
子

実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
の
研
究
成
果
の
普

及
を
目
的
に
参
画
し
た
。
水
稲
の
直
播
栽

▲

3月10日
　（岩手県盛岡市　※オンラインによるweb視聴にも対応）

「水稲直播・子実用トウモロコシ」
フォーラム in 岩手
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壇
し
た
。
稲
作
部
門
の
拡
大
で
増
大
し
た

春
・
秋
作
業
の
分
散
を
図
る
目
的
で
、
12

年
に
乾
田
直
播
を
導
入
。
20
年
産
の
水
稲

41
ha
の
う
ち
の
18

ha
、
品
種
は
ひ
と
め
ぼ

れ
、
萌
み
の
り
、
こ
が
ね
も
ち
で
乾
田
直

播
を
実
施
し
た
。
２
年
に
１
度
程
度
の
プ

ラ
ウ
耕
と
均
平
・
整
地
で
播
種
床
を
造
成

し
、
自
作
の
接
触
施
肥
ノ
ズ
ル
を
Ｔ
Ｕ
Ｍ

Ｅ
の
施
肥
機
に
搭
載
し
て
播
種
同
時
施
肥

を
行
な
う
ほ
か
、
病
害
虫
防
除
の
土
中
施

薬
機
も
自
作
す
る
な
ど
、
独
自
の
技
術
体

系
を
紹
介
し
た
。収
量
は
移
植
並
み
だ
が
、

更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。
現
在
の

労
働
力
（
２
名
）
と
気
象
条
件
で
は
20

ha

が
限
界
と
思
わ
れ
る
た
め
、
早
生
品
種
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
と
い

う
。
小
さ
な
圃
場
で
は
移
植
体
系
を
選
択

す
る
な
ど
、
最
適
化
を
図
っ
て
い
る
。

続
い
て
、山
形
県
庄
内
地
域
の
発
表
へ
。

直
播
栽
培
で
は
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
湛
水

直
播
が
圧
倒
的
に
多
く
、
普
及
率
は
６
・

３
％
と
高
い
も
の
の
、
取
り
組
む
戸
数
は

減
少
ま
た
は
停
滞
気
味
と
い
う
。
そ
の
な

か
で
19
年
よ
り
乾
田
直
播
に
踏
み
切
っ
た

の
は
、
１
０
０
戸
７
０
０
ha
の
生
産
者
を

束
ね
て
民
間
の
農
協
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
㈱
庄
内
こ
め
工
房
の
傘
下
で
コ
メ
の

生
産
・
加
工
・
販
売
を
手
が
け
る
㈱
ま
い

す
た
ぁ
。

登
壇
し
た
齋
藤
一
志
氏
は
、
自
ら
30
ａ

圃
場
を
７
枚
合
筆
し
て
大
区
画
ほ
場
を
造

成
し
、
高
速
汎
用
播
種
機
で
播
種
す
る
技

術
体
系
を
紹
介
し
た
。
稲
の
生
育
状
況
に

則
し
た
追
肥
は
ド
ロ
ー
ン
で
可
変
施
肥

し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
自
動
操
舵
を
、
圃

場
際
に
は
水
田
セ
ン
サ
と
気
象
セ
ン
サ
を

設
置
す
る
な
ど
、先
駆
的
な
技
術
を
集
結
。

乾
田
直
播
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
発
揮

で
き
る
手
法
だ
と
述
べ
、
数
年
ご
と
に
訪

れ
る
直
播
ブ
ー
ム
が
定
着
し
な
い
庄
内
地

域
の
現
状
に
触
れ
た
。
20
年
産
は
種
子
消

毒
を
廃
止
し
、
雑
草
を
ブ
ー
ム
ス
プ
レ
イ

ヤ
ー
で
叩
い
て
一
定
収
量
の
確
保
に
努
め

る
な
ど
翌
年
に
改
善
を
施
す
実
行
力
が
垣

間
見
ら
れ
る
発
表
だ
っ
た
。

ま
た
、
湛
水
直
播
に
つ
い
て
は
水
稲
無

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
種
子
の
代
か
き
同
時
浅
層

土
中
播
種
栽
培
技
術
が
紹
介
さ
れ
た
。

「
根
」
だ
け
を
伸
ば
し
た
「
根
出
し
種
子
」

の
利
用
が
提
案
さ
れ
、
岩
手
県
矢
巾
町
の

（
農
）桜
屋
ゆ
い
が
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

需
要
者
と
生
産
者
を
結
び
付
け 

産
地
化
を
図
る
取
り
組
み
へ

一
方
の
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
つ
い

て
は
、
岩
手
県
内
の
作
付
面
積
は
13
年
の

１
戸
１
ha
に
始
ま
り
、
20
年
に
は
６
戸
20

ha
に
拡
大
し
た
。
仕
向
け
先
は
、
市
内
の

養
豚
会
社
に
68
％
、
畜
産
農
家
の
自
家
消

費
な
ど
。
20
年
度
か
ら
国
の
支
援
事
業
が

強
化
さ
れ
、
10
ａ
当
た
り
１
万
円
が
加
算

さ
れ
た
が
、
花
巻
市
と
住
田
町
は
、
用
途

を
飼
料
用
に
限
り
産
地
推
進
計
画
を
作
成

し
、
取
り
組
み
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え

て
い
る
。
21
年
度
か
ら
は
紫
波
町
も
支
援

体
制
を
整
え
る
見
込
み
だ
と
い
う
。

紫
波
町
で
は
、
今
後
、
離
農
に
よ
り
大

量
に
供
給
さ
れ
る
水
田
を
有
効
活
用
す
る

た
め
に
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
注
目

し
、
町
内
の
耕
種
農
家
で
栽
培
し
た
子
実

用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
町
内
の
畜
産
農
家

（
和
牛
繁
殖
・
肥
育
）
に
飼
料
と
し
て
供

給
す
る
取
り
組
み
を
20
年
度
に
開
始
し

た
。
前
述
の
普
及
促
進
会
の
関
係
機
関
が

連
携
し
、産
地
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

（
農
）水
分
農
産
の
西
田
真
之
介
組
合
長

と
現
場
で
技
術
指
導
を
行
な
っ
た
東
北
農

研
セ
ン
タ
ー
の
篠
遠
善
哉
氏
が
実
証
試
験

に
つ
い
て
報
告
し
た
。
真
っ
先
に
着
手
し

た
の
は
売
り
先
の
確
保
だ
っ
た
と
い
う
。

対
象
圃
場
は
５
筆
で
、
湿
害
対
策
に
サ
ブ

ソ
イ
ラ
と
額
縁
明
渠
で
排
水
対
策
を
施

し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
吸
肥
性
を
考
慮
し

て
牛
ふ
ん
堆
肥
を
10
ａ
当
た
り
５
ｔ
散
布

し
た
。
乾
田
直
播
と
汎
用
で
き
る
畑
作
作

業
機
を
利
用
し
て
、
プ
ラ
ウ
と
バ
ー
チ
カ

ル
ハ
ロ
ー
（
２
回
）
で
播
種
床
を
つ
く
り
、

真
空
播
種
機
で
播
種
・
施
肥
、
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
ロ
ー
ラ
で
鎮
圧
し
た
。

20
年
７
月
の
降
水
量
は
例
年
の
約
２
倍

で
、
圃
場
に
滞
水
し
た
箇
所
も
見
ら
れ
、

排
水
性
の
良
し
悪
し
が
収
量
に
反
映
さ
れ

る
結
果
が
示
さ
れ
た
。
排
水
性
の
良
好
な

圃
場
で
は
目
標
収
量
の
８
０
０
㎏
／
10
ａ

を
ほ
ぼ
達
成
す
る
成
果
が
得
ら
れ
た
も
の

の
、
排
水
性
の
悪
い
圃
場
で
は
３
割
減
。

盛
川
氏
が
19
年
・
20
年
と
８
０
０
㎏
超
え

の
反
収
を
確
保
し
て
い
る
理
由
に
、
長
年

畑
作
化
し
た
圃
場
の
選
択
を
挙
げ
た
。
乾

燥
重
で
７
０
０
㎏
以
上
と
る
た
め
に
は
追

肥
が
必
要
で
、
そ
の
技
術
体
系
化
が
課
題

で
あ
る
。

ま
た
、
作
付
面
積
を
伸
ば
し
て
き
た
盛

川
農
場
ら
の
グ
ル
ー
プ
（
20
年
は
15

ha
）

で
は
、
新
た
な
穀
実
サ
イ
レ
ー
ジ
の
調
製

方
法
を
模
索
し
て
い
る
。
輸
入
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
に
対
し
て
地
域
内
循
環
だ
か
ら
実
現

で
き
る
穀
実
サ
イ
レ
ー
ジ
だ
が
、
こ
れ
ま

で
は
収
穫
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
破
砕
・

加
水
後
に
内
帯
付
き
フ
レ
コ
ン
に
詰
め
込

ん
で
脱
気
・
密
封
す
る
作
業
は
負
荷
が
大

き
く
、フ
レ
コ
ン
で
貯
蔵
し
て
い
た
た
め
、

屋
外
で
保
管
で
き
ず
保
管
場
所
の
確
保
が

課
題
だ
っ
た
。
20
年
に
試
行
し
た
内
帯
な

し
の
フ
レ
コ
ン
に
詰
め
込
ん
だ
後
、
ラ
ッ

プ
マ
シ
ン
で
ラ
ッ
プ
す
る
「
フ
レ
コ
ン
ラ

ッ
プ
法
」
で
は
、
工
程
の
変
更
と
作
業
の

機
械
化
に
よ
り
作
業
速
度
が
３
～
４
倍
に

な
り
、屋
外
で
の
貯
蔵
が
可
能
に
な
っ
た
。

稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
と
汎
用
利
用
で
き
る
点
も
メ
リ

ッ
ト
に
な
る
。

さ
ら
に
北
海
道
で
７
～
８
台
導
入
実
績

の
あ
る
移
動
式
乾
燥
機
（
モ
バ
イ
ル
ド
ラ

イ
ヤ
ー
）
も
作
業
効
率
の
向
上
に
役
立
っ

て
い
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

課
題
と
さ
れ
て
い
た
部
分
に
、
新
た
な
機

械
で
解
決
を
図
っ
て
い
る
取
り
組
み
が
共

有
さ
れ
た
。

（
加
藤
祐
子
）


